
パ　ン　チ　項　目　一　覧　表 1/2頁

所得申告書データ　　　　　　　 ／ コード HKK03R0060 ﾚｺｰﾄﾞｻｲｽﾞ 160 ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ （ レコード）

■　9：数字　X：カナ・英数字　O：カナ等（英数字含む）　K：漢字　■　R：右詰　L：左詰　■　ZERO：前ゼロ　SP：前スペース　■ 2014/5/16 作成

項目名 ｶﾗﾑ数 文字種 詰め方 前0・SP

1 異動区分 1 -  1 9
2 チェックデジット 1 9
3 入力区分 1 9

4 区コード 2 9

5 賦課年度 2 9 本業務を契約した年度の和暦2桁(YY)で固定

6 国保番号 9 9
7 住民コード 10 9
8 調査区分 1

9 所得区分 1 9

10 給与収入 10 9 申請書の「給与（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄを含む）」欄の数値

11 公的年金収入 10 9 申請書の「年」欄の数値　※「△」は「-」（マイナス）をパンチ

12 その他雑所得 10 9 申請書の「雑」欄の数値　※「△」は「-」（マイナス）をパンチ

13 営業等所得 10 9

14 種類1 2 9

15 所得金額1 10 9 申請書の「額」欄の数値　※「△」は「-」（マイナス）をパンチ

16 種類2 2 9
17 所得金額2 10 9
18 種類3 2 9
19 所得金額3 10 9
20 課非区分 2 9
21 軽減保留サイン 1 9
22 エラーサイン1 1 9
23 エラーサイン2 1 9

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

個人コードの前方7桁（国保番号）を設定　※7桁の国保番号を設定、パディングなど無し

個人コードの中10桁（国保番号から続く10桁の英数字（住民コード））を設定

「5」（国保簡易申告書）で固定
申請書の「所」欄の数値　下記いずれか（設定値が申告書に記載されていない場合「0」（所得無）を設定）
「1」（給与）,「3」（年金）,「5」（営業等）,「7」（その他(不動産等),「0」（所得無）のいずれかを設定

設定なし

申請書の「コ」欄の数値　下記いずれかを設定
「10」：不動産所得
「11」：営業所得
「12」：利子所得
「13」：配当所得‐総合
「14」：農業所得
「15」：総合長期譲渡特控前、総合長期譲渡所得（短期・長期・一時所得は全て長期と扱う）※
「16」：分離短期譲渡特控前、分離短期譲渡所得※
「17」：分離長期譲渡特控前、分離長期譲渡所得※
「18」：山林所得※
「19」：上場株式等譲渡所得
「20」：専従者控除額
※特別控除後（1/2前）の金額がパンチされるものとする。なお、国保個人所得履歴には特別控除前後項
目ともに同額を格納する。
設定値がない場合、設定なし

ｶﾗﾑﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

「3」（修正）で固定

設定なし

設定なし

申告書の（あて先）の区名より下記の通り設定
中央区→「10」、北区→「20」、東区→「30」、白石区→「40」、厚別区→「45」、豊平区→「50」、清
田区→「55」、南区→「60」、西区→「70」、手稲区→「75」。



パ　ン　チ　項　目　一　覧　表 2/2頁

所得申告書データ　　　　　　　 ／ コード HKK03R0060 ﾚｺｰﾄﾞｻｲｽﾞ 160 ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ （ レコード）

■　9：数字　X：カナ・英数字　O：カナ等（英数字含む）　K：漢字　■　R：右詰　L：左詰　■　ZERO：前ゼロ　SP：前スペース　■ 2014/5/16 作成

項目名 ｶﾗﾑ数 文字種 詰め方 前0・SPｶﾗﾑﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

24 エラーサイン3 1 9
25 エラーサイン4 1 9
26 エラーサイン5 1 9
27 エラーサイン6 1 9
28 エラーサイン7 1 9
29 エラーサイン8 1 9
30 エラーサイン9 1 9
31 エラーサイン10 1 9
32 エラーサイン11 1 9
33 エラーサイン12 1 9
34 エラーサイン13 1 9
35 エラーサイン14 1 9
36 エラーサイン15 1 9
37 エラーサイン16 1 9
38 エラーサイン17 1 9
39 エラーサイン18 1 9
40 エラーサイン19 1 9
41 エラーサイン20 1 9
42 エラーサイン21 1 9
43 エラーサイン22 1 9
44 エラーサイン23 1 9
45 エラーサイン24 1 9
46 エラーサイン25 1 9
47 エラーサイン26 1 9
48 エラーサイン27 1 9
49 エラーサイン28 1 9
50 エラーサイン29 1 9
51 エラーサイン30 1 9
52 資料カード発行フラグ 1 9

＜注意事項＞ 【１】 何も記入がない欄は全て設定なしとする。

【２】 朱書きで訂正があれば、朱書き部分をパンチ

【３】 全てをまとめて1枚のDVDに格納すること。

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし

設定なし
全体的に可変長となります。

※可変長の為、カラムポジションを設定していません

設定しない、または設定値が申告書に記載されていない場合、

未設定（0も空白も設定しない）としてください。（所得区分は除く）
※カラム数に設定してある数値は最大値です

パンチ項目のうち、住民コードがない場合は、フセン「住民コードなし」を

貼ってください（パンチ不要）。

パンチ項目で、記載内容が判別できない場合は、フセン「判別不能」を

貼ってください（パンチ不要）。


